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S SKO通巻723号

分室を開設いたしました

友の会も設立１０周年をむかえ，事務局も個

人の家から独立への第一歩として東京０渋谷

に近い処に『事務局分室』々るも０を開くこ

とが出来ました。交通に便利次ところで，下

車駅から徒歩３分位です。

毎週「火曜日」とF木曜日」には事務局長，

会計係其の他の役員が事務処理に参って居り

全眼
原病友ゐ‾会事務雁脊葦］
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★心乱……0a-41B-5722

★交通……新旧||徊・世尻人爾Ｆ･|･卸.1
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1.･越し卜:lll。

★不部丿鴎片は今迄通り･C侃

　

郵便物に今迄皿り本馳にふ送り1･さい。
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ますので皆様のか立寄をおヽ待ちしています。

又，土曜日は皆嘔方の会合等に使いたいと考

えて居りますので，ご利用なさりたい方は早

目に事務局までご相談下洛い。

な訟本部事務局は今迄通かで，通信受取か先

も今まで通りです。念の為。
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（厚生省）

　

治療研究・調査研究対象など，57年度・特定疾患対策を発表した。

　

去る５月７日，厚生省公衆衛生局難病対策課から発表された57年特定疾患調査研究事業に

ついては，「膠原病の治療に関する」研究班が，「自己免疫疾患」調査研究班へ統合され新

しく「混合性結合組織」調査研究班が発足し，「神経，筋疾患のリハビリテーション」調査

研究班は２期６年を経過し，一応の成果をおさめたということで，廃止されました。

　　　　　　　　　

昭和５７年度特定疾患調査研究班及び班長一覧表

点 調査研　究班 班長 所　　　　　属 職名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

⑩

３８

３９

４０

ｎ

⑩

４３

運　勣　失　調　症

ウィリス動脈輪閉塞症

ii::　常　圧　水　頂　症

免疫　他神経症　愚

神　経　交　他　疾　愚

遅発既ウィルス感染

背柱靭　帯骨化症

特発生大腿骨頂壊死症

網膜脈結膜萎縮症

急　既　高　度　難　聴

前　庭　機　能　異　常

間脳下垂体機能障害

中　枢既摂食異常

ステロイドホルモン変生異常症

ホルモン受容機構異常

特発性造　血　障害

汎発吐血管内血液凝固症

腎　糸　球　休　障　害

特　発　吽　心　筋　症

肉芽皆既肺疾愚

問　質　削　肺　疾　愚

炎症吽腸管障害

消　化　吸　収　障　害

難　治　既　の　肝　炎

特発他門脈圧九進症

肝　内　結　石　症

難　胎　吐　原　疾　愚

原発既フミロィドーシス

ベ　ー　テ　エ　ノ　ト　病

自　Lこ　免　疫　疾　忠

系統　的血管病変

強　　　　皮　　　　症

免疫不　全症候群

免疫異常の発症機序

酵　　素　　障　　害

呼　　阪　　不　　仝

混合性結合組織病

難病の疾患モテ　ノレ

難病の　宿主要　因

難　病　の　疫　学

難病の治療・１　護

神経皮膚症候群

ス　　　　モ　　　　ン

飯塚礼二

後藤文男

森安信雄

斗形昭弘

中西孝雄

立石　潤

寺山和雄

松野誠夫

植村恭夫

野村恭也

檜　　学

熊原雄一

石川　中

井林　博

尾形悦郎

内野防人

小宮正文

武内重五郎

戸鴫拓徳、

細田　拓

本間日臣

白鳥常男

石川　該

鈴木　宏

奥田邦雄

中山文夫

竹内　正

螺良美郎

稲葉午朗

但松徳五郎

福田芳郎

石川英一

矢田純一

林　秀男

三輪史朗

横山哲朗

粕川礼司

京極方久

汲辺　格

青木国雄

松葉卓郎

久木田原

祖父江逸郎

順天堂大学医学部稲神神経料

慶応義塾大学医学部内科

日本大学医学部脳神経外科

鹿児島大学医学部第三内料

筑波大学臨床医学系内科

九州大学医学部病理

信州大学医学部整形外科

北海道大学医学部整形外科

慶応義塾大学医学部眼科

東京大学医学部耳鼻咽喉料

京都大学医学部耳鼻咽喉料

大阪大学医学部第四内科

東京大学医学部分院心療内科

九州大学医学部第三内科

東京大学医学部分院第四内科

京都大学医学部第一内科

筑波大学臨床医学系内科

東京医科歯科大学医学部第二内科

久留米大学医学部第三内科

国鉄中央保健管理研

順天堂大学医学部内科

奈良県立医科大学第一外科

山形大学医学部第二内科

山梨医科大学内科

千葉大学医学部第一内科

九州大学医学部第一外科

東京女子医科大学消化器病センター

徳島大学医学部第三内科

ﾈ脚部貼附合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ･ぬｙセンメー

島根医科大学第三内科

順天堂大学医学部第一病程

群馬大学医学部皮膚科

東京医科歯料大学医学部小児科

熊本大学医学部第一病理

東京大学医科学萌死所病態薬理

慶応義塾大学医学部円科

福島県立医科大学第二内科

東北大学医学部第一病程

度応義塾大学医学部

名古屋大学医学部予防医学

国立病院医療センター

東京大学医学部皮膚科

名古屋大学医学部第一内科

教　長

幼教授

数　授

主任医長

数　長

南院長

数　長

名誉教授

数　役

名登院長

歎　長
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○印は新規班



特定疾患治療研究対象一覧表（公費負担）

疾　患　名
年度

４７

年度

４８

年度

４９

痢屁

５０

年度

５１

年度

５２

年度

５３

年度

５４

年度

５５

年度

５６

年度

５７

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

ベーチェット病

多発吐硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

ス　　　モ　　　ン

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎相性鋼索硬化症

強皮症，皮膚筋炎及び

多　発　性　筋　炎

裕誰血｣ヽ板波少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュノレガー病

天　　庖　　癒

背髄小脳変性症

タ　ロ　ー　ソ　病

難治吐の肝炎の

うち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

パーキンソン病

アミロイド－シス

後縦靭帯骨化症

ハｙチンドン舞踏病

ウィリス動脈輪閉塞症

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

合　　　　計 ４ ６ １０ １５ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

３



会

　

計 報

　

告 書

昭和５６年４月１日

昭和５７年３月31日

収入の部 肖- 56今後決算額 俑　　考 支出の部 56年度予澗頴 56年度決剪順 備　　考

繰越金

入会金

会　　費

賛助会費

寄付金

受取利息

芯籍売上

雑収入

特別寄付

　14 5.4 92

　120,000

3,8 00.00 0

　10 0.000

　550,000

　　2 0,00 0

　　5 0,00 0

　　2 0.00 0

　600.000

　1 4 5,4 9 2

　1 89,600

3.1 83.30 0

　　4 6,0 0 0

1,033,064

　　2 7,3 3 3

　2 70,7 5 0

　　14,85 0

　8 0 0,0 0 0

600円x316人

含む署名募金

支部助成金

総会費

会議費

印削費

通信費

事務消耗蚕畷

事務局費

活動交通費

分担金

渉外費

資料費

刄籍仕入

什器備品

雑　　費

積立金

次期繰越金

　９６０,０００

　７００,０００

　　10,00 0

1.00 0.0 0 0

　500,000

　　60.00 0

　36 0,000

　6 0 0,0 0 0

　6 5.0 0 0

　10 0.000

　　12,0 0 0

　　9 0,00 0

　　85,000

　　2 0.0 00

　6 0 0,000

　24 3.4 9 2

　5 87,5 3 0

　7 2 02 5 5

　　9,525

1.131,8 80

　539,521

　　88,2 9 5

　3 6 0,0 0 0

　4 5 2.170

　　4 7.0 4 0

　180.110

　2 3,7 5 0

　148,8 0 0

　　　　　０

　　７,４７５

　8 0 0,0 0 0

　6 14,048

特集号

合　計 5.4 0 5,4 9 2 5.710.3 9 9 合　計 5,405.4 9 2 5,7X0,3 99

在庫

　

ホームトIクター３月号

　

膠原病のはなし

　

特集

　

１号

　　　　　　

２り･

　

切

　　　

予

５０１附

１０冊

５０冊

１５冊

介卜卜利３０冊

　

タ

　

々

40ぶ２８川

蝸㎡，

　　　　　　　　　

積立金（特集号）

　

タイブクィメバ53年購人）１台

　　

５５年厦

　

６００,０００

　

心動鉛筆削り（

　

〃

　

）1台

　　

５６年厦

　

80 0.000

　

輪転機（５１年叫人）１台

　　

合計

　

1,40 0,00 0

　

かいﾄﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞｰ

　　

１台

　

本

　　

棚（寄

　

賠）1台

　　　　　

監査の結果上記の通や相違ないことを認め１す。

昭和57年度

　

予 算

会計監査

　

金卵 昭排

案

収入○部 57年度予算額 備　　考 支出の部 57年度予算額 價　　考

繰　越　　金

人　　会　　公

会　　　　費

賛　助　会　費

寄　忖　　金

受　取　利　息

詐　籍　売　上

越　収　人

　６１劃０４８

　1 2 0,0 0 0

4.0 0 0.0 0 0

　1 0 0,0 0 0

　6 0 0,0 0 0

　　２ 0,0 0 0

　　５ 0,0 0 0

　　２ 0,00 0

600円X200人

支部助成金

会　湛　吸

印　　刷　　費

通　信　　費

｀JI務用品費

俳務所経費

活動交通費

分　相　　金

渉　外　　費

資　　料　費

R　籍　仕　人

什　器　備　晶

分室新設費

雑　　　　費

　９００,０００

　6 0 0,000

1,1 0 0､０００

　7 0 0.0 0 0

　1 0 0,0 0 0

　8 0 0,0 0 0

　4 5 0,0 0 0

　1 5 0,0 0 0

　1 5 0,0 0 0

　　2 5,0 0 0

　　9 0,0 0 0

　1 5 0.0 0 0

　3 0 0,000

　　　9,0 4 8

1.500円×６００人

吃会,支部長会議

膨原，手帳

家賃,旭映費,姉剪

電話他

礼金，敷金他

合　　計 5.5 24,0 4 8 合　　計 5,5 2 4,0 4 8

- ４



　

群
馬
県
に
お
い
て
、
上
毛
新
聞
社
・
県
医
師

会
主
催
の
「
群
馬
県
民
健
康
展
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
１
し
た
。

　

応
募
作
品
は
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
の
三

部
門
合
わ
せ
て
二
千
百
二
十
四
点
に
も
の
ほ
か
、

そ
の
一
般
０
部
で
丸
江
支
部
長
が
入
賞
い
た
し

ま
し
た
ｏ

　
　

私
の
膠
原
病
闘
病
記

　
　
　
　
　
　

（
前
橋
市
）

　

丸
江
正
江

　

″
冬
来
た
り
な
ば
春
達
か
ら
し
″
と
は
、
洋

の
東
西
を
問
わ
す
、
昔
か
ら
、
ど
れ
だ
け
多
く

の
人
々
が
春
を
待
ち
わ
び
て
来
た
か
を
、
物
語

っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
達
難
病
の
思

者
が
待
つ
春
と
は
、
和
歌
や
俳
句
に
出
て
来
る

よ
う
左
文
学
的
な
臭
い
の
す
る
も
の
で
は
ご
ざ

い
■
w
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
痛
み
が
い
く
ら
か
で

も
楽
に
な
る
春
、
肺
炎
が
こ
わ
い
冬
か
ら
０
開

放
の
春
、
と
、
余
か
に
も
現
実
的
な
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
物
質
文
明
が
進
歩
し
た
そ
の
反
面
、

薬
の
副
作
用
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
の
破
壊
、

人
命
の
損
失
等
、
昔
に
は
痙
か
っ
た
大
き
な
悲

し
み
が
ご
ざ
い
ま
す
。
前
置
き
は
こ
の
位
艦
し

て
、
私
の
闘
病
記
の
本
論
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
１
す
。
昭
和
四
十
八
年
九
月
某
日
、
突
然
倒

れ
、
意
・
識
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
日
目

に
気
づ
い
た
時
に
は
、
目
は
見
え
て
も
、
ロ
が

き
け
な
い
有
様
で
し
た
。
主
人
に
筆
談
で
色
々

と
看
病
し
て
貰
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
群
大

内
科
の
教
授
の
往
診
左
ど
に
よ
り
、
身
体
は
し

っ
か
か
し
て
き
ま
し
た
が
、
教
授
の
誘
め
も
あ

わ
ま
し
て
、
群
大
病
院
皮
膚
科
に
入
院
す
る
こ

と
に
■
ｔ
i
S
＾
f
d
し
た
ｏ
入
院
し
て
、
色
々
と
検
査

を
致
し
ま
し
た
結
果
、
尿
、
血
液
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
皮
膚
の
】
部
の
病
理
学
的
検
査
等
か
ら
、

や
っ
と
つ
い
た
病
名
が
、
何
ん
と
、
恐
し
い
膠

原
病
の
中
の
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
、
と
い
う
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

原
因
の
わ
か
ら
な
い
こ
の
病
気
で
す
。
ニ
ケ

月
い
て
退
院
し
、
自
宅
療
養
に
'
t
^
-
s
＾
■
l
M
し
た
。

床
を
し
き
っ
ぱ
な
し
で
、
寝
た
り
起
き
た
り
の

毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
主
人
は
医
師
だ
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
す
っ
か
か
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
実
を
申
し
ま
す
と
、
私
共
の
家

庭
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
、
十
七
才
に
々
る

息
子
を
亡
く
し
て
■
ｆ
ｔ

-
E
＼
-
>
Ｗ
す
。
私
の
病
気
も
、

き
っ
と
こ
の
息
子
の
死
を
悲
し
む
た
め
に
起
き

た
心
身
症
で
は
痙
い
か
、
と
、
後
に
な
っ
て
、

心
身
症
外
来
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
主
人
は
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
重
の

不
幸
は
、
丈
夫
だ
っ
た
主
人
を
も
打
ち
の
め
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
悲
し
み
と
、
淋
し
さ
と
、

不
安
と
、
失
意
と
は
、
人
間
の
未
来
を
打
ち
消

し
て
し
ま
う
も
の
の
よ
う
で
す
。
六
十
三
キ
ー

あ
っ
た
主
人
も
、
い
つ
の
間
に
か
、
三
十
六
キ

ロ
と
い
う
哀
わ
れ
な
身
体
に
々
つ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
食
事
が
と
れ
ず
、
眠
れ
ず
、
胃
が
痛
か

っ
た
■
s
＾
、
背
中
や
腰
が
張
っ
た
･
ｓ
＼
で
、
外
来
も

や
っ
と
の
思
い
で
や
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、
私
の
膠
原
病
に
戻
■
E
:
^
^
■
＊
(
す
が
、
こ
れ
匡

は
、
七
つ
の
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
。
病
気
の
説

明
は
省
か
し
て
頂
い
て
、
私
か
こ
の
八
年
間
に

実
行
し
て
き
た
私
忿
か
の
治
療
法
を
、
現
在
、

病
ま
れ
て
い
る
皆
様
方
に
、
多
少
で
も
参
考
に

々
れ
ば
と
、
書
き
つ
づ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
病
院
か
ら
頂
い
て
い
る
薬
は
服
用

-５-



し
、
そ
れ
と
平
行
し
て
の
養
生
法
で
ご
ざ
い
ま

す
ｏ

　

】
り
自
然
食

　

口
笑
い
療
法

　

白
闘
病
魂

　

叫
愛
の
ポ
ー
ズ
、
感
謝
の
ポ
ー
ズ
の
ヨ
ガ

　
　
　

療
法

　

㈲
漢
方
薬
と
針
治
療

　

以
上
、
五
項
目
を
日
課
と
し
て
や
っ
て
お
む

-
w
す
。
そ
し
て
、
昨
年
九
月
、
自
他
党
所
見
は

ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
が
、
血
液
と
皮
膚
所
見
だ

け
は
、
全
く
正
常
に
た
っ
た
と
０
、
教
授
の
か

言
葉
に
、
主
人
と
も
ど
も
感
謝
と
喜
び
で
、
目

頭
を
熱
く
し
た
記
憶
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
ま
ず

一
番
目
の
自
然
皿
で
す
。
こ
こ
四
日
間
、
テ
レ

ビ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
有
機
農
法
に
ょ
る

無
農
薬
農
法
は
、
今
は
や
り
の
難
病
の
解
決
に

も
痙
る
の
で
は
と
、
言
っ
て
お
る
く
ら
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
次
の
二
番
目
の
笑
い
療
法
で
す
が

洗
面
所
、
ト
イ
レ
、
夜
、
床
の
中
で
大
い
に
笑

い
、
入
浴
中
々
ど
は
、
声
を
出
し
て
大
笑
い
す

る
わ
け
で
す
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
・
フ
ン
グ
の
両
心

理
学
者
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
″
人
間
は
悲

し
い
か
ら
泣
く
の
で
は
な
く
、
泣
く
か
ら
悲
し

い
″
と
い
う
論
法
か
ら
致
し
ま
す
と
、
笑
う
か

ら
、
喜
び
の
感
情
が
湧
い
て
く
る
と
い
う
こ
と

に
■
ｆ
ｃ
Ｓ
-
S
＾
-
i
i
H
す
。
と
す
る
と
、
笑
う
こ
と
ｙ
.
よ
-
s
＾

起
こ
る
感
情
は
、
心
身
に
よ
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
当
然
で
す
。
肉
親
と
死
別
し
た
家
族
は

悲
し
み
の
表
情
を
致
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
忿
時

に
は
、
陰
の
感
情
が
か
き
て
、
身
体
に
病
気
を

つ
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
次
が
三
番
目
の
闘

病
魂
で
す
。
自
分
の
病
気
は
さ
て
か
き
、
他
人

の
病
気
、
会
員
の
苦
し
み
を
何
と
か
楽
に
し
て

や
り
た
い
。
そ
れ
に
は
、
病
気
々
と
に
負
け
て

い
ら
れ
る
も
の
か
、
と
い
う
負
け
じ
魂
が
大
切

で
す
。
以
上
、
○
と
ｏ
は
有
名
忿
米
国
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
ノ
ー
マ
ン
ー
カ
ズ
ン
ズ
氏
の
「

私
の
膠
原
病
回
復
記
」
に
の
っ
て
訟
カ
１
す
が

笑
い
も
、
負
け
じ
魂
も
、
と
も
に
、
自
律
神
経

や
免
疫
力
を
最
良
の
状
態
に
す
る
の
だ
そ
う
で

す
。
次
が
四
番
の
愛
と
感
謝
の
ポ
ー
ズ
に
よ
る

療
法
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
ハ
ｙ
Ｊ
・
セ
リ
エ
博
士

も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ｙ
病
に
は
、

こ
れ
が
予
防
忙
も
治
療
に
も
役
立
つ
と
い
う
わ

け
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
の
映
方
薬
と
針
で
す

が
、
こ
こ
一
年
。
風
邪
で
寝
込
ん
だ
、
と
い
う

事
が
左
く
左
り
ま
し
た
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
最
後
に
当
っ
て
、
前
代
議
士
、
羽
生
田
先

生
が
宣
言
さ
れ
た
「
福
祉
県
群
馬
」
の
名
に
恥

じ
な
い
、
経
済
的
は
勿
論
、
暖
か
ｓ
心
に
よ
る

福
祉
群
馬
実
現
を
、
県
知
事
並
び
に
県
医
師
会

長
の
か
二
人
様
に
、
心
か
ら
の
叫
び
を
お
伝
え

し
て
お
わ
り
に
致
し
１
す
。

６－-



ゴ逮

膠
原
病
の
研
究
と
治
療
に
つ
い
て

八
介
降
保

で
す
。

　

そ
の
ま
と
め
て
と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
ら
の

病
気
の
中
に
、
お
互
い
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
膠
原
病
の
「
膠
」
と
い
う
字
は
御

存
知
と
思
い
ま
す
が
「
に
か
わ
」
と
い
う
字
を

書
き
ま
す
。
こ
の
病
気
に
膠
原
病
と
い
う
名
前

が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
約
三
五
。
年
位
前
で
す
。

ク
レ
ン
ベ
レ
ル
と
い
う
人
が
、
い
く
つ
か
の
病

気
を
１
と
め
て
、
膠
原
病
と
い
う
名
前
を
つ
け

た
わ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
ご
承
知
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
あ
る
一
つ
の
病
気
を
こ
う
い
う
風
に
呼
ぶ

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
幾
つ
も
の
病
気
を
、

こ
う
い
う
風
に
ま
と
め
て
膠
原
病
と
呼
ぶ
わ
け

　

膠
原
病
と
い
う
疾
患
群

　

今
日
、
膠
原
病
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
は
病
気
の
多
い
順
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
Ｓ

Ｌ
Ｅ
（
全
身
吐
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
Ｊ
）
、
全
身

性
き
ょ
う
皮
症
、
こ
の
「
き
ょ
う
」
と
い
う
字

が
、
す
こ
ぶ
る
い
ろ
い
ろ
な
字
で
肘
か
れ
て
い

１
す
。
「
強
い
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
＾
＾
■
ｔ
ｔ
^
l
す
し
、
「
硬
」
や
「
掌
」
と
書

か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
■
E
^
■
1
W
す
。

　

こ
れ
は
、
医
学
的
に
は
ま
だ
十
分
抗
】
が
と

れ
て
い
々
い
た
め
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く

こ
の
病
気
で
は
全
身
の
皮
膚
が
か
た
く
痙
る
わ

け
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
単
に
、
皮
膚
だ
け
で
な
く
、
筋

肉
も
訟
か
さ
れ
る
皮
膚
筋
炎
、
そ
の
ほ
か
結
節

性
動
脈
周
囲
炎
、
さ
ら
に
は
タ
レ
ン
ベ
レ
ル
が

最
初
に
ま
と
め
た
時
に
は
、
リ
ウ
ｙ
チ
熱
と
慢

吐
関
節
リ
ウ
マ
チ
も
膠
原
病
の
中
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
を
膠
原
病

と
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
通
じ

る
も
の
が
あ
る
わ
け
左
の
で
す
が
、
通
じ
る
も

の
と
し
て
は
、
ど
の
病
気
も
発
熱
し
や
す
い
こ

と
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
Ｊ
て
あ
り
ま
す
が
皮
膚

の
病
変
が
か
こ
り
や
す
い
こ
と
、
関
節
炎
が
か

こ
り
や
す
い
な
ど
で
す
ｏ

　

三
五
年
前
か
ら
こ
う
い
う
呼
ひ
名
の
一
群
Ｏ

病
気
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
１
で
は
我

々
、
医
者
の
方
に
か
き
ま
し
て
も
、
膠
原
病
と

い
う
疾
患
群
に
対
す
る
認
識
は
今
ま
で
少
々
か

っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は

行
政
あ
る
い
は
政
治
の
面
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

病
気
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
光
が
あ
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
医
者
の
方
で
も
、
こ
の
種
の

病
気
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
っ
て
き
た
と
同
時

に
、
今
日
、
こ
う
し
て
会
が
持
た
れ
て
い
ま
す

よ
う
に
、
患
者
さ
ん
を
含
め
ま
し
て
、
そ
の
周

辺
の
方
々
に
も
こ
の
よ
う
な
病
気
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
、
我
々
の
身
近
左
も
の
に
な
っ
て

-
７

-



き
た
わ
け
で
あ
.
Ｃ
＼
1
H
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
申

し
ま
し
た
よ
う
々
発
熱
と
か
、
関
節
痛
な
ど
の

症
状
が
た
と
え
あ
ｈ
ｙ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
風

邪
ひ
き
な
ど
の
単
純
左
病
気
の
場
合
に
も
お
こ

り
ま
す
の
で
何
で
も
か
ん
で
も
即
、
膠
原
病
で

は
な
い
か
と
い
う
短
絡
、
思
い
す
ご
し
が
か
こ

り
１
す
と
非
常
に
こ
わ
い
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
非
常
に
関
心
は
高
ま
っ
て
き
た
け
れ
ど
も
、

膠
原
病
と
い
･
S
＼
ｎ
ｆ
ｆ
'
の
を
誤
解
し
た
り
他
の
病
気

と
混
同
し
た
-
s
^
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
他

の
病
気
と
区
別
し
て
診
断
を
つ
け
る
、
あ
る
い

は
さ
ら
に
、
膠
原
病
の
中
の
ど
れ
か
と
い
i
ｒ
＼

Ｋ
)

と
を
決
め
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
々
こ
と
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
膠
原
病
の
中

の
ど
れ
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
が
た
い
場
合
も

あ
わ
’
ま
し
て
、
膠
原
病
の
診
断
に
関
し
て
も
、

１
だ
未
発
達
な
面
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
は
、
患
者
さ
ん
も
か
見
え
で
す

し
、
そ
の
患
者
さ
ん
を
軸
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
家
族
の
方
も
加
見
え
で
す
。
そ
れ
か
ら

保
健
婦
さ
ん
を
は
じ
め
医
学
的
な
世
話
を
な
さ

っ
て
る
方
も
か
見
え
で
す
。
で
す
か
ら
本
当
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
場
の
方
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
座

ご
質
問
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
か
、
話
の
途
中
で
ご
質
問
を
い
た
だ
く

の
は
、
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん

の
訟
手
元
の
質
問
状
に
た
く
さ
ん
の
質
問
を
書

い
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
す
ｏ
あ
と

で
私
の
可
能
な
か
ぎ
り
お
答
え
し
た
い
と
思
っ

て
-
ｆ
ｔ
-
=
^
■
^
Ｋ
す
。
で
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
時

間
は
、
膠
原
病
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
い
う
病

気
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
１
し
て
膠
原
病
の
概
略
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

膠
原
病
の
概
略

　

ご
承
知
の
と
な
り
、
大
阪
府
も
こ
の
よ
う
な

難
病
の
研
究
に
大
変
左
理
解
と
授
助
を
し
て
く

れ
ま
し
て
、
膠
原
病
研
究
会
な
る
も
０
を
数
年

前
か
ら
推
進
し
て
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

会
の
一
つ
の
大
き
な
仕
事
は
、
大
阪
府
下
の
一

二
・
三
の
病
院
あ
る
い
は
研
究
機
関
が
共
同
朋

究
を
や
か
ま
し
て
、
府
下
在
住
の
膠
原
病
の
患

者
さ
ん
の
病
状
を
共
通
カ
ル
テ
を
用
い
て
追
跡

し
、
互
い
に
情
報
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
病
気
に
対
す
る
研
究
を
共
同
で
進
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
膠
原
病
研
究
会
の

か
世
話
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
ｓ
.
て
お
り
’
ま
す
が
、

本
日
は
丁
慶
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
研
究
会
の
成
績
も
少
し
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
膠
原
病
と
い
う
の
は
、

ま
ず
覚
え
て
お
い
て
ｓ
.
た
だ
き
た
い
の
は
、
先

ほ
ど
申
し
１
し
た
よ
う
に
一
つ
の
病
気
を
さ
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
忿
病
気
を
集

め
た
呼
び
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

で
、
１
ず
そ
の
代
表
的
疾
患
で
一
番
頻
慶
０
高

い
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
Ｋ

つ
い
て
、
若
干
具
体
的
に
申
し
て
み
ま
す
。
こ

の
病
気
で
は
、
ま
ず
関
節
痛
だ
と
か
、
関
節
炎

が
よ
く
か
こ
-
E
＾
■
≪
i
す
。
二
番
目
に
発
熱
が
非
常

に
多
い
、
そ
れ
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
細
胞
が
よ
く
出
現

し
ま
す
。
こ
の
細
胞
の
こ
と
は
皆
さ
ん
よ
く
耳

に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
々
細
胞

か
と
い
う
こ
と
は
、
あ
と
で
ス
ー
フ
イ
ド
で
見
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
皮
膚
病
変
か

よ
く
で
ま
す
。
そ
れ
か
ら
貧
血
が
か
こ
っ
た

り
、
腎
臓
が
か
か
･
ｒ
ｔ
)
れ
た
-
s
＾
、
肝
臓
が
か
か
さ

れ
た
わ
、
筋
肉
痛
が
か
こ
っ
た
I
=
＼
、
肋
膜
炎
が

か
こ
っ
た
り
、
白
血
球
が
滅
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
も
あ
る
人
で
は
、
こ
う
い
う
症
状
が
あ
る

か
と
思
え
ば
別
０
人
で
は
そ
の
症
状
が
な
く
て
、

ま
た
別
の
症
状
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
千
差
万
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別
で
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
百
面
相
を
呈
す
る
疾
患
で
す
。

そ
し
て
、
検
査
的
に
は
ど
ん
痙
異
常
か
お
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
血
液
を
採
っ
て
い
ろ
い
ろ
々

検
査
を
＆
-
S
＼
f
f
す
け
れ
ど
も
、
一
番
よ
く
見
ら

れ
る
の
は
、
血
沈
が
速
い
こ
と
、
そ
れ
か
ら
。

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
で
は
他
の
膠
原
病

と
は
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
て
い
て
、
白
血
球
が
減

る
ん
で
す
。

　

他
の
膠
原
病
で
は
。
わ
夕
に
白
血
球
が
増
え

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
て
す
か
ら
、
一
言
で

膠
原
病
と
い
い
ま
し
て
も
病
気
に
ょ
っ
て
い
ろ

い
ろ
衣
症
状
や
検
査
成
績
の
異
常
か
あ
り
、
か

な
ら
ず
し
も
同
じ
で
は
左
い
と
い
う
こ
と
を
覚

え
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
血
液
の
ｒ
グ
ロ
ブ
リ
ン
が
増
え

る
と
か
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
反
応
が
陽
性
に
出
た

り
、
リ
ウ
マ
チ
反
応
が
陽
既
に
出
た
り
、
そ
れ

か
ら
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
Ｌ
Ｅ
細
胞
が
で
た
か

衣
と
で
す
。
結
局
、
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
い
ろ
い
ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
患
者
さ
ん
が
相
互
に
、
い
ろ
い
ろ
情

報
を
交
換
左
さ
っ
た
場
合
に
あ
る
人
に
あ
る
症

状
が
、
別
０
人
に
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
ｈ
ｙ
う
る
と
い
り
こ
と
を
認

識
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
す
。
医

学
の
進
歩
と
こ
の
よ
う
な
疾
患
囮
対
す
る
知
識

が
豊
富
に
痙
り
医
者
の
方
も
か
な
か
勉
強
は
し

て
い
る
は
ず
で
あ
か
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
Ｓ

Ｌ
Ｅ
の
病
初
期
に
あ
か
ま
し
て
は
、
確
定
診
断

を
つ
け
が
た
い
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
診
断
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
、
蛋

白
尿
が
顕
著
々
例
で
は
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
々
ど
の
腎

臓
病
の
診
断
が
つ
け
ら
れ
腎
臓
の
治
療
法
が
構

じ
ら
れ
て
い
る
場
合
か
あ
‐
ｙ
ま
す
。
そ
う
い
う

場
合
、
よ
く
調
べ
て
み
ま
す
と
、
単
に
腎
臓
病

で
は
な
く
て
、
実
は
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

Ｊ
の
部
分
症
状
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
腎
臓
も
一

緒
に
訟
か
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
と
い
っ
た
風

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
あ
と
で
リ
ウ
マ
チ
の
か
話

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ユ
で
も
関
節
痛
が
し
ば
し
ば
訟
こ
ね
ま
す
。
従

い
ま
し
て
し
ば
し
ば
病
初
期
に
は
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
Ｋ
が
幔
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
し

て
診
断
さ
れ
治
療
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
非
常

に
多
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
発
熱
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
極
端
な
例
で
は
、
風
邪
ひ
き
じ
ゃ

な
い
か
と
か
、
気
管
支
炎
じ
ゃ
左
い
か
と
か
、

腎
孟
炎
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
発
熱
性
の
疾
患
名

が
病
初
期
に
あ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
ｏ

　

ま
た
、
肝
臓
が
訟
か
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

慢
性
肝
炎
な
ど
肝
臓
病
の
診
断
名
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
格
好
で
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
で
す
か
ら
、
病
初
期
の
診
断
に
は
、
我

々
医
者
の
方
も
、
非
常
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

々
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

り
得
る
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
も
ご
承
知
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
で
フ
イ
ド
は
、

レ
イ
ノ
ー
症
状
と
い
う
手
の
症
状
で
す
ね
。
足

に
も
お
こ
る
こ
と
か
お
り
ま
す
が
主
と
し
て
手

に
き
ま
す
。
手
が
は
れ
ぼ
っ
た
く
、
し
か
も
、

さ
わ
る
と
非
常
に
冷
た
い
、
血
液
の
末
梢
循
環

が
非
常
に
悪
ぐ
忿
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

夏
衣
ん
か
で
す
と
気
温
が
高
い
も
の
で
す
か
ら

わ
か
ｈ
ｙ
に
く
い
の
で
す
が
、
冬
に
痙
る
と
手
が

紫
色
に
左
っ
た
り
、
白
く
忿
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
ご
フ
イ
ド
は
皆
さ
ん
も
よ

く
耳
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ｌ
Ｅ

細
胞
と
い
う
細
胞
で
す
ね
。
こ
の
細
胞
は
も
と

も
と
白
血
球
痙
ん
で
す
け
れ
ど
、
よ
そ
で
こ
わ

れ
て
で
き
た
種
々
の
細
胞
の
崩
壊
物
（
核
物
質
）

を
食
っ
た
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
す
み

に
押
し
や
ら
れ
て
い
る
の
が
、
本
来
の
核
で
、

こ
れ
が
食
わ
れ
た
核
物
質
で
す
。
こ
の
細
胞
は
、

９
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全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
に
か
な
り
高
率
に

て
ま
す
。
し
か
も
、
病
気
が
活
発
化
し
た
時
に

て
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
診
断
学
的
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
フ
イ
ド
も
皆
さ
ん
は
見

る
の
が
初
め
て
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
た
ぶ
ん

言
葉
は
よ
く
耳
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
抗
核
抗
体
を
証
明
し
た
写
真
で
す
。
核

に
対
す
る
自
己
抗
体
、
す
な
わ
ち
抗
核
抗
体
と

い
う
も
の
が
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
Ｊ
の

患
者
さ
ん
の
血
液
中
に
出
現
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
螢
光
抗
体
法
と
い
う
方
法
で
証
明

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
抗
体
が
で
ま
す
と
、
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
Ｊ
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
大

で
あ
る
と
い
う
風
に
、
こ
の
検
査
法
を
我
々
は

診
断
の
助
け
と
し
て
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
お
り
ま
す
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
々
検
査
に
異
常
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
我
々
は
診
断
の
助
け

に
し
て
病
気
を
診
断
し
、
か
つ
、
膠
原
病
の
中

の
ど
れ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
区
別
し
て
行

く
わ
け
で
す
。
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
Ｊ
で

は
さ
っ
き
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
体
０
ど
こ
に

で
も
病
変
か
か
こ
ｈ
ｙ
ま
す
。

　

ど
こ
に
病
変
が
お
こ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

存
在
す
る
自
己
抗
体
と
血
管
病
変
が
訃
こ
る
場

所
の
組
み
合
わ
せ
で
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。

例
え
ば
、
脳
の
血
管
に
病
変
が
釦
こ
■
E
s
i
H
す
と
。

て
ん
か
ん
○
よ
う
衣
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
し
、

腎
臓
の
血
管
が
か
か
さ
れ
ま
す
と
、
い
か
に
も

腎
臓
病
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
ま
す
し
、
皮

膚
の
血
管
が
釦
か
さ
れ
ま
す
と
、
い
か
に
も
一

見
皮
膚
病
だ
け
の
よ
う
忙
も
み
え
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
、
膠
原
病
と
い
う
病
気
は
、
血
管

病
変
が
基
盤
に
な
っ
て
、
身
体
の
ど
こ
に
で
も

発
現
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

治
療
薬
と
し
て
の
ス
テ
ロ
イ
ド

　

今
日
は
時
・
間
的
痙
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾

患
に
つ
い
て
詳
し
く
は
説
明
で
き
な
い
の
で
す

が
、
膠
原
病
と
い
う
病
気
は
、
大
体
こ
う
い
う

特
色
を
そ
々
え
た
病
気
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

の
中
江
は
い
ろ
い
ろ
左
種
類
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
そ
の
ど
れ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

決
め
る
た
め
に
は
。
い
ろ
い
ろ
な
専
門
的
々
検

査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
々
い
わ
け
で
す
。
そ
の

症
状
は
他
の
病
気
の
症
状
と
も
部
分
的
に
よ
く

似
て
い
る
の
で
、
結
局
早
合
点
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
患
者
さ
ん
０
方
で
も
、

医
者
の
方
で
も
大
切
左
こ
と
で
す
。

　

仮
に
。
膠
原
病
と
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
戦

後
三
〇
年
の
間
に
治
療
上
の
非
常
痙
進
歩
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
あ
ま
り
悲
観
を
さ
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
日
話
題
に
痙
っ
て
■
ｆ
ｔ
　
■
=
^

1
M
す
で
ア
ロ
イ
ド
の
問
題
か
お
り
ま
す
が
、
ス

テ
ロ
イ
ド
は
膠
原
病
０
種
類
に
よ
ね
そ
の
使
用

量
に
多
少
の
差
は
あ
れ
、
治
療
薬
と
し
て
は
不

可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

あ
や
ふ
や
な
診
断
の
場
合
に
は
困
-
ｓ
^

w
す
け
れ

ど
も
、
確
定
的
に
膠
原
病
の
診
断
が
つ
い
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
治
療
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ

ご
ア
ー
イ
ド
は
必
要
な
薬
で
す
。
問
題
は
、
そ

の
使
い
方
な
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ス
テ
ロ
イ

ド
忙
対
す
る
理
解
の
仕
方
で
す
ね
。
使
い
方
と

い
い
１
し
て
も
、
医
者
が
投
与
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
患
者
さ
ん
が
使
う
わ
け
で
す
か
ら
担
当
の

医
者
が
で
ア
ロ
イ
ド
に
対
す
る
認
識
を
深
く
正

し
く
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
ｏ

　

従
っ
て
、
使
う
｛
ｍ
だ
と
か
、
使
う
時
期
だ
と

か
、
使
う
長
さ
（
使
用
期
間
）
だ
と
か
、
維
持

量
を
ど
の
辺
に
か
く
か
、
ご
ア
ロ
イ
ド
の
種
類

の
選
び
方
だ
と
か
々
ど
が
大
切
な
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
方
と
し
ま
し
て
は
、

ス
テ
ロ
イ
ド
に
対
し
て
過
度
に
神
経
過
敏
に
ば

か
り
な
っ
て
い
て
も
仕
方
０
々
い
こ
と
で
、
主

-
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治
医
か
ら
十
分
に
納
得
の
い
く
説
明
を
受
け
て

使
う
と
決
ま
れ
ば
、
き
っ
ち
り
と
正
し
く
使
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
わ
い
ば
か
り
で
は
治
療
上

非
常
に
困
る
わ
け
で
す
。
う
ま
く
使
い
さ
え
す

れ
ば
、
ス
テ
ロ
イ
ド
は
明
ら
か
に
特
効
薬
的
々

効
果
を
示
し
ま
す
。

　

た
だ
、
へ
た
に
使
わ
れ
ま
す
と
、
ご
ア
ロ
イ

ド
療
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
か
こ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
く
り
返
し
て
申
し
ま
す
が
、
医

学
的
に
科
学
的
に
診
断
が
つ
け
ら
れ
た
膠
原
病

で
あ
る
場
合
に
は
、
ご
ア
ロ
イ
ド
は
ほ
と
ん
ど

不
可
欠
に
必
要
な
桑
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り

与
え
る
方
も
与
え
ら
れ
る
方
も
と
も
ど
も
ご
ア

ー
イ
ド
に
対
す
る
理
解
を
十
分
に
持
つ
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
治
療
薬
の
進
歩
に
よ
わ

ま
し
て
、
膠
原
病
は
非
常
に
治
療
し
や
す
く
な

っ
た
し
、
と
く
忙
う
１
く
早
期
に
診
断
さ
え
つ

け
は
、
そ
ん
な
に
こ
わ
い
病
気
で
も
な
い
と
い

う
ふ
う
に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
か
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
大
阪
大
学
医
学
部
第
三
内
科
）

　

難
病
講
座
宕
よ
■
s
^

故
八
倉
隆
保
先
生
を

　
　
　
　
　
　

偲
ん
、
で

藤
村
佳
子

　

新
年
早
々
に
入
っ
て
き
た
悲
報
は
、
あ
ま
り

に
も
思
い
が
け
な
い
八
倉
先
生
の
突
然
の
死
で

1
＆
-
s
＾
1
i
<
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
現
実
に
震
え
が

止
ま
ら
ず
、
あ
ま
り
ｙ
の
シ
ョ
″
夕
の
大
き
さ
に

そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
１
い
１
し
た
。
い
ろ

ん
痙
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
き
て
、
一
睡
も
で

き
ず
に
泣
き
明
か
し
た
そ
の
夜
。

　

1
≪
る
1
2
年
間
の
八
倉
先
生
と
の
か
か
わ
か
は
、

一
言
や
二
言
で
は
と
て
も
言
い
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
は
最
高
の
主
治
医
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
発
病
し
て
３
年
程
た
っ
た
頃
、
一
向

忙
良
く
な
る
気
配
も
な
く
、
日
々
襲
っ
て
く
る

病
魔
に
、
も
は
や
闘
り
気
力
も
痙
く
し
、
た
だ

死
に
た
い
、
殺
し
て
ほ
し
い
、
と
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
い
た
私
に
、
さ
り
げ
々
い
こ

と
ば
、
思
い
や
ｈ
ｙ
で
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
友
０
会
の
あ
る
こ
と
を

教
え
て
下
さ
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
し
た
。
ス
テ

ロ
イ
ド
を
飲
む
の
が
い
や
匡
痙
り
、
勝
手
に
調

節
を
し
て
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
す

べ
て
に
や
け
っ
ぱ
ち
の
柵
神
状
態
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頃
か
ら
私
も
や
っ
と
先
生
に
本
心
を

ぶ
つ
け
る
よ
う
に
々
か
、
先
生
も
そ
れ
に
応
え

て
下
さ
る
よ
う
忙
忿
か
１
し
た
。
患
者
は
病
院

や
、
医
者
の
前
に
い
る
と
安
心
し
ま
す
。
（
こ

れ
は
私
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？
）
そ
の
頃
の

私
は
、
ま
だ
全
身
状
態
が
あ
１
り
良
く
な
く
、

２
週
間
に
一
度
の
通
院
が
大
仕
事
だ
っ
た
の
で

す
が
、
先
生
に
会
え
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
い

つ
も
指
折
り
そ
の
日
を
待
ワ
た
も
の
で
し
た
。

　

（
そ
れ
は
、
そ
の
当
時
の
私
を
一
番
理
解
し
て

下
さ
る
方
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
）
先
生
の
前
に

い
る
時
だ
け
が
元
気
で
、
帰
か
道
は
全
身
が
痛

く
て
、
泣
き
左
が
ら
帰
っ
た
も
の
で
し
た
。
診

察
室
に
入
っ
て
も
、
ど
こ
ま
で
が
診
察
忿
の
か

わ
か
ら
痙
い
よ
う
左
状
態
の
中
で
、
現
在
の
病

状
、
心
理
状
態
を
つ
か
ん
で
軸
ら
れ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
病
状
に
つ
い
て
も
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
し
、
私
も
先
生
の

前
に
い
る
と
安
心
し
て
何
で
も
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
病
状
の
最
も
悪
い
時
も
r
精
神
状

態
の
変
動
も
す
べ
て
を
知
っ
て
い
て
下
さ
っ
た

先
生
。
私
に
と
っ
て
は
一
番
こ
わ
い
方
で
も
あ
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り
ま
し
た
が
、
心
か
ら
信
頼
し
て
い
ま
し
た
。

病
状
の
悪
化
と
共
に
、
何
度
も
死
の
淵
よ
り
這

い
上
っ
て
来
た
私
か
、
予
想
外
の
快
復
と
社
会

復
帰
が
で
き
た
こ
と
を
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で

下
名
い
ま
し
た
。
私
０
結
婚
式
に
は
必
ら
ず
行

く
と
約
束
し
て
下
さ
っ
て
い
た
先
生
。
ま
た
私

も
そ
の
日
０
来
る
０
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

で
す
が
…
…
。

　

思
え
ば
、
本
当
に
立
派
な
医
学
者
で
あ
ら
れ

た
と
、
あ
ら
た
め
て
先
生
の
偉
大
さ
を
感
じ
ま

す
。
朝
の
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
診
療
、
教

育
、
研
究
と
す
べ
て
に
情
熱
を
注
が
れ
、
多
く

の
信
頼
を
受
け
ら
れ
て
来
た
八
倉
先
生
。
そ
の

死
は
あ
ま
り
に
も
残
念
で
左
り
ま
せ
ん
。
訟
忙

し
い
中
に
あ
っ
て
も
地
道
に
研
究
を
進
め
ら
れ
、

多
く
の
立
派
な
業
緬
を
残
さ
れ
た
八
倉
先
生
を

尊
敬
す
る
と
共
に
、
そ
う
い
う
先
生
を
主
治
医

に
も
て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
長
い
間

多
く
の
患
者
の
た
め
に
情
熱
を
注
い
で
来
て
下

さ
っ
た
先
生
に
、
心
よ
り
訟
礼
を
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
奮
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

八
倉
先
生
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
訃
眠
り
下
さ

い
。
本
当
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

患
者
に
と
っ
て

　
　
　

主
治
医
と
は
…
…

菊
池
素
子

　

八
倉
先
生
の
悲
報
を
受
け
た
の
は
正
月
三
日
、

島
根
の
実
家
に
い
る
時
で
し
た
。
ポ
ン
ド
に
腰

が
抜
け
た
よ
う
に
左
ｈ
ｙ
、
電
話
器
の
前
か
ら
し

ば
ら
く
の
間
離
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
ｏ

　

そ
の
時
涙
で
も
ポ
ロ
ポ
ロ
と
出
て
く
れ
た
次

ら
、
も
っ
と
体
も
楽
で
あ
っ
た
ろ
う
に
、
一
粒

の
涙
も
出
ず
、
そ
の
代
り
に
体
全
体
に
鉛
の
よ

う
忿
も
の
が
詰
っ
て
く
る
よ
う
な
、
も
が
か
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
痙
苦
し
さ
に
襲
わ
れ
ま

し
た
ｏ
そ
し
て
自
分
で
も
″
あ
っ
体
を
悪
く
す

る
う
″
と
思
っ
た
ほ
ど
身
に
応
え
た
０
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
間
と
い
り
も
の
、
ま
る
で
恋

で
も
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
寝
て
も
覚
め
て

も
、
ど
う
し
て
い
て
も
先
生
の
こ
と
が
頭
か
ら

離
れ
ず
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
日
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
″
私
の
主
治
医
が
亡
く
な
っ
た

の
″
と
言
う
と
″
え
え
っ
、
ご
主
人
が
？
″
と

聞
き
違
え
て
び
っ
く
約
ｙ
さ
れ
る
程
、
身
も
心
も

悄
気
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
4
7
年
１
月
、
長
期
入
院
の
後
、
退
院
し

て
初
め
て
か
か
っ
た
の
が
八
倉
先
生
で
し
だ
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
丸
９
年
間
診
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
々
り
ま
す
。
こ
の
９
年
間
と
い
う
の
は
私

自
身
、
ま
が
り
左
り
に
も
病
気
を
・
認
識
し
て
、

共
に
生
き
よ
う
と
し
た
歳
月
で
し
た
か
ら
、
診

て
い
た
だ
い
た
、
と
い
う
よ
り
、
あ
え
て
共
に

歩
ん
で
い
た
だ
い
た
先
生
で
あ
る
と
言
い
た
い

気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
体
の
ど
こ
か
が
悪
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、
体
そ
の
も
の
が
悪
い
私
達
の

よ
う
左
患
者
に
と
っ
て
は
、
主
治
医
も
ま
た
総

べ
て
で
あ
り
、
永
遠
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
今
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
口
に
９
年
と
言
っ
て
も
や
は
り
長
い
歳
月

で
、
い
う
ん
庖
場
面
が
浮
ん
で
は
消
え
る
の
で

す
が
、
私
の
場
合
、
医
者
と
患
者
と
し
て
必
ら

ず
し
も
Ｊ
ム
ー
ズ
に
ば
か
り
い
っ
た
間
柄
で
は

あ
か
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

苦
い
思
い
出
も
数
々
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
一

つ
で
す
が
、
あ
る
時
、
抗
生
物
質
で
薬
疹
が
出

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
い
間
皮
膚
科
に
勤
務
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し
て
い
た
私
は
何
の
躊
躇
も
々
く
″
先
生
、
薬

疹
が
出
た
ん
で
す
″
と
診
察
室
に
入
る
な
り
言

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
先
生
が
″
ム
ッ
″
と

さ
れ
る
と
同
時
に
″
シ
マ
″
メ
ー
″
と
思
っ
た

の
で
す
か
後
の
祭
、
″
こ
れ
か
薬
疹
で
す
か
″

″
何
で
薬
疹
な
ん
て
す
か
″
と
反
撃
さ
れ
、
タ

ジ
タ
ジ
と
し
た
こ
と
が
あ
■
S
＾
-
I
K
し
た
。
（
そ
れ

で
い
て
カ
ル
テ
に
は
ガ
ケ
フ
リ
ン
に
て
薬
疹
″

と
書
か
れ
て
い
１
し
た
が
…
…
）

　

似
た
よ
う
な
こ
と
が
幾
度
か
あ
る
と
、
何
と

な
く
先
生
に
構
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
さ
す
が
の
私
も
診
察
室
で
は
コ
チ
コ
チ
に

な
っ
て
し
ま
い
１
し
た
。
本
当
は
ち
ょ
っ
ぴ
.
s
^

甘
え
て
愚
痴
の
｝
つ
も
言
い
た
い
時
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
私
の
場
合
そ
う
な
る
の
に
か
々
か

の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
先
生
の
一
貫
し
た
治
療
方
針
に
つ
い

て
は
常
に
満
足
し
て
い
１
し
た
。
ｓ
.
か
^
t
<
る
場

合
で
も
医
者
と
し
て
の
理
を
通
さ
れ
、
患
者
と

し
て
納
得
の
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は
唯
の
Ｉ
度

も
あ
リ
１
せ
ん
で
し
た
し
、
私
が
看
護
婦
と
い

う
立
場
か
ら
み
て
も
、
惚
れ
ぼ
れ
す
る
ほ
ど
の

科
学
者
ら
し
さ
が
あ
ｈ
ク
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
″
例
え
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ

の
先
生
か
ら
は
決
し
て
離
れ
ま
い
″
と
い
う
強

い
意
志
と
、
ど
ん
な
結
果
に
忿
ろ
う
と
、
こ
の

信
頼
す
べ
き
先
生
の
や
■
s
r
＼
方
に
身
を
委
ね
、
心

中
し
よ
う
と
意
気
か
っ
て
さ
え
い
ま
し
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
私
の
思
い
が
、
長
い
間
か
か
っ
て
先

生
に
通
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
こ
の

一
、
二
年
の
間
に
ま
さ
に
春
の
雪
溶
け
の
よ
う

に
「
構
え
」
が
消
え
て
い
き
、
初
め
て
本
当
の

医
者
と
患
者
に
痙
か
切
れ
た
実
感
を
味
わ
い
１

し
た
。
そ
ん
左
時
の
悲
報
で
あ
っ
た
０
で
す
。

　

数
年
前
、
私
は
友
の
会
本
部
０
依
頼
を
受
け

て
、
八
倉
先
生
に
顧
問
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

く
よ
う
、
訟
願
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
■
s
＾
-
v
ｗ
す
。

そ
の
時
も
ご
ぐ
気
軽
な
気
持
て
、
私
の
手
元
に

あ
る
資
料
を
持
っ
て
研
究
室
を
訪
ね
た
の
で
す

が
、
″

資
料
は
こ
れ
だ
け
で
す
か
。
一
応
あ
る

だ
け
全
部
見
せ
て
下
さ
い
″
と
言
わ
れ
、
慌
て

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
重
く
な

る
足
を
引
き
ず
っ
て
研
究
室
を
訪
ね
る
こ
と
数

回
、
八
倉
先
生
ら
し
く
き
C
^
ち
か
と
資
料
を
読

ま
れ
た
上
で
、
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
よ
り
痙
か
か
わ
り
か
ら
、
先
生
は
私

の
後
に
友
の
会
も
見
て
が
ら
れ
た
の
で
は
政
い

か
と
思
う
の
で
す
。

　

医
者
も
人
間
、
患
者
も
人
間
、
そ
の
両
者
の

信
頼
関
係
は
医
者
を
越
え
た
人
間
と
、
患
者
を

越
え
た
人
間
ど
う
し
の
結
び
つ
き
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

八
倉
先
生
は
長
い
時
間
を
か
け
て
、
私
か
友

の
会
の
こ
と
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、

患
者
を
越
え
た
人
間
と
し
て
見
よ
う
と
し
て
下

さ
っ
た
の
だ
と
思
Ｃ
-
t
Ｈ
す
。

　

患
者
と
主
治
医
０
関
係
１
こ
れ
は
ち
ょ
う

ど
私
達
が
こ
の
病
気
と
生
涯
か
け
て
つ
き
合
’
釦

う
と
し
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
、
生
涯
か
け
て

築
き
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
１
す
。

　

八
倉
先
生
、
や
す
ら
か
に
…
…
。

　
　

新
見
国
雄
先
生
・
急
逝

　
　
　
　
　

全
国
膠
原
病
友
０
会
愛
知
県
支
部

　

支
部
結
成
の
た
め
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
私
た

ち
に
手
を
貸
し
て
下
'
ｒ
ｉ
;
-
ｃ
＼
、
大
変
か
世
話
に
な

り
１
し
た
新
見
先
生
が
去
る
一
月
二
十
九
日
か

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
ｏ

　

最
近
は
、
愛
知
難
病
救
済
基
金
の
世
話
役
と

し
て
御
援
助
し
て
い
た
ｙ
き
、
私
た
ち
難
病
患

者
に
と
■
E
^
i
W
し
て
は
杖
と
も
言
え
る
存
在
の
先

生
で
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
か
力
添
え
に
深
謝
し
ま
す
と

共
に
ご
冥
福
を
心
よ
わ
ｙ
か
祈
か
申
し
上
げ
ま
す
。
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故
新
見
国
雄
先
生

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

愛
知
県
支
部
会
員

　
　
　
　

百
田
道
子

　

こ
の
｝
月
０
末
、
事
務
局
よ
り
新
見
国
雄
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
、
勤
務

中
に
受
け
ま
し
た
。
″
ま
さ
か
″
と
一
瞬
う
ろ

た
え
ま
し
た
が
冷
静
に
な
杓
ｙ
事
情
を
き
き
ま
す

と
去
年
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
さ
わ
、

痙
ぜ
、
そ
の
こ
と
を
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
な
か

っ
た
の
か
と
思
わ
ず
声
を
あ
ら
だ
て
る
ほ
ど
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
ｏ

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
生
計
の
道
も
な
ん
と

か
確
立
し
、
気
が
か
り
た
っ
た
両
親
の
建
碑
式

の
準
備
も
整
い
、
借
金
も
す
ま
せ
、
や
っ
と
自

分
の
養
生
が
出
来
る
よ
う
に
左
り
、
去
年
の
暮

れ
に
は
ゆ
っ
く
り
お
会
い
し
て
訟
礼
を
と
思
っ

て
い
た
に
か
か
わ
ら
ず
高
熱
の
た
め
床
に
つ
き
、

元
日
早
々
、
急
救
セ
ン
タ
ー
に
か
け
込
む
始
末

で
、
元
気
に
な
っ
た
ら
、
出
か
け
よ
う
と
思
っ

て
い
た
矢
先
０
出
来
ご
と
だ
け
に
、
ど
う
し
て

よ
い
の
か
う
ろ
た
え
る
事
ば
か
か
で
し
た
。

　

去
年
の
屁
の
終
り
の
愛
知
県
難
病
連
大
会
で

久
し
く
か
目
に
か
か
っ
た
折
ね
、
心
な
し
か
か

顔
の
色
が
す
ぐ
れ
ず
む
く
ん
て
が
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
、
１
だ
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
か
か
え

て
ら
し
た
先
生
に
、
そ
の
事
を
訟
た
ず
ね
し
ま

し
た
と
こ
ろ
「
大
丈
夫
だ
よ
、
僕
は
元
気
だ
よ
、

僕
の
問
題
は
僕
が
解
決
す
る
か
ら
、
君
は
心
配

し
な
く
て
い
い
よ
。
君
○
方
に
圧
力
が
か
か
っ

た
ら
す
ぐ
連
絡
し
な
き
い
Ｊ
」
と
逆
に
は
げ
１
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
生
の
訟
別
れ
と

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
虫
の
知
ら

せ
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
、
い
つ
に
々
ぐ

先
生
に
か
会
い
し
左
く
て
は
と
そ
の
事
ば
か
■
s
＾

が
頭
に
あ
り
、
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
も
支

部
長
の
大
道
氏
に
も
そ
の
こ
と
を
お
話
し
て
い

た
程
で
し
た
。
大
変
か
世
話
に
な
り
座
が
ら
不

義
理
ば
か
り
働
い
て
い
た
事
が
悔
や
ま
れ
て
な

ら
ず
思
い
出
し
て
は
胸
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

　

想
え
ば
1
0
年
前
、
愛
知
県
支
部
結
成
の
た
め

四
苦
八
苦
し
て
い
た
時
、
開
業
医
０
加
藤
千
岳

　

（
横
浜
市
へ
移
住
）
先
生
、
浅
川
瑞
穂
先
生
と

共
に
力
を
か
し
て
下
さ
り
、
膠
原
病
友
の
会
の

世
話
人
と
し
て
、
福
島
照
信
先
生
と
共
に
会
の

釦
世
話
役
を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
初

対
面
の
折
や
、
私
自
身
が
タ
Ｊ
リ
を
致
死
量
服

用
し
て
い
た
た
め
何
ん
の
治
療
法
も
左
ぐ
「
死
」

を
覚
悟
し
て
の
運
動
と
い
う
事
情
を
知
る
と
、

先
生
は
「
君
、
発
起
人
と
い
う
も
の
は
早
く
消

え
る
べ
き
だ
よ
。
そ
０
方
が
「
会
」
の
発
展
性

は
あ
る
か
ら
ネ
。
君
が
死
ん
で
も
大
丈
夫
だ
よ
、

後
は
引
き
受
け
る
か
ら
、
安
心
し
た
ま
え
、
病

人
の
会
な
ん
て
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
社
会
、

世
の
中
も
悪
い
か
ら
ネ
。
そ
れ
に
、
病
人
が
増

え
る
事
は
僕
た
ち
医
師
に
も
責
任
が
あ
る
か
ら

ネ
、
患
者
が
行
動
す
る
の
に
医
者
が
黙
っ
て
い

て
は
申
し
訳
け
痙
い
か
ら
ネ
」
と
あ
っ
け
ら
か

ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
昨
日
の
よ
う
に
憶
え

て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
の
深
さ
と

　
　

一

先
生
の
心
の
広
さ
、
愛
の
深
さ
を
し
み
じ
み
と

　

１
４

思
い
し
ら
さ
れ
て
い
１
す
。

　
　
　
　
　
　
　

一

　

膠
原
病
友
の
会
を
皮
切
-
＝
N
ｙ
.
、
先
生
は
さ
ら

に
、
県
の
難
病
連
合
会
結
成
と
共
に
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
の
大
島
元
子
先
生
と
世
話
人
と
＊
!
-
s
r
v
、

ま
た
、
膠
原
病
友
の
会
後
後
会
を
結
成
後
、
発

展
解
消
し
、
愛
知
県
難
病
基
金
を
設
立
す
る
な

ど
、
難
病
患
者
の
為
に
安
心
し
て
生
き
て
い
く

場
を
考
え
活
動
を
続
け
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
ご
安
泰
だ
け
を
考
え
る
健
常
者
の
多

い
世
０
中
で
、
ま
た
、
患
者
で
も
ね
痙
が
ら
運

動
に
無
関
心
な
人
が
多
く
、
患
者
の
家
族
で
す

ら
参
加
せ
ず
他
力
本
願
で
生
き
て
い
る
人
の
多



い
現
状
０
中
で
、
本
気
に
忿
っ
て
、
人
命
を
守

‐
’
、
患
者
の
生
き
る
場
の
土
台
づ
く
り
を
考
え

て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
釦
金
も
大
切
、
命
も

大
切
、
心
＝
気
持
も
大
切
。
し
か
し
、
行
動
力

が
な
け
れ
ぱ
水
０
泡
。
組
織
化
す
れ
は
す
る
ほ

ど
原
点
が
忘
れ
が
ち
の
よ
う
で
、
と
か
く
、
い

ろ
ん
憲
非
難
が
と
び
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新

見
先
生
の
行
動
の
全
て
は
″
祈
り
″
か
ら
の
出

発
で
も
杓
ｙ
愛
の
行
動
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
神
の

教
え
の
１
ま
の
実
践
者
と
い
う
事
を
通
夜
０
席

上
で
知
り
え
ま
し
た
。

　

尊
い
犠
牲
の
上
に
私
た
ち
患
者
は
生
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
事
を
忘
れ
て
は
た
ら
友
い
と
自

戒
し
て
い
ま
す
。
新
見
先
生
か
ら
は
多
く
の
事

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
社
会
的
痙
行
動
と

個
人
的
々
行
励
の
け
じ
め
を
き
ち
ん
と
分
け
て

の
行
動
は
見
事
な
も
の
で
公
私
混
同
の
多
い
日

本
人
の
中
に
あ
っ
て
は
。
実
に
き
び
き
び
と
し

て
気
持
の
い
い
も
の
で
し
た
。
合
理
的
で
か
つ

無
駄
の
な
い
時
間
の
使
い
方
に
感
嘆
し
て
い
ま

し
た
ｏ

　

い
ま
だ
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を
断
ち
切
れ
な
い
身
体
で
い

ま
す
が
、
び
っ
こ
を
ひ
か
ず
歩
い
て
い
る
姿
を

見
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
事
を
残
念
に
思
い
ま

す
。
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
新
見
先
生
の
訟
人
柄

を
偲
ひ
、
お
く
れ
ば
せ
忿
が
ら
誌
上
を
も
っ
て
、

こ
こ
に
生
前
の
か
働
き
と
お
力
添
え
紀
深
謝
し

１
す
と
共
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
念

致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
合
掌

会
員
だ
よ
り

「
私
の

　
　

体
験
記
」

帽仰仁._、

私
は
今
、
新
し
い

　
　

自
分
を
み
つ
け
ま
し
た

溥ｍ？?¶

秋
山
典
子

9.Ｍ

　

匹Ｊ

　

お
元
気
で
す
か
？

　

初
め
て
私
が
i
S
i
　
Ｃ
た
も

の
が
載
っ
て
か
ら
２
年
た
ち
１
し
た
。
あ
の
時

は
右
足
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
今
は
左
足
も
股
関

節
骨
頭
壊
死
に
左
ね
ま
し
た
。
1
7
才
で
発
病
し

て
も
う
９
毎
に
な
り
ま
す
。
昨
年
５
月
に
歯
の

治
療
の
為
に
入
院
し
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら

主
治
医
が
で
ア
ロ
イ
ド
の
減
量
を
試
み
て
下
さ

り
、
今
年
０
４
月
3
0
日
ま
で
と
い
う
長
い
入
院

生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ネ
ラ
ン

と
い
う
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
が
、
ブ
レ
ド
ユ
ン

の
４
倍
近
い
薬
だ
そ
う
で
す
。
プ
レ
ド
ユ
ン
が

使
え
な
い
の
で
仕
方
あ
■
=
M
H
せ
ん
。
今
ま
で
２

錠
だ
っ
た
の
が
１
錠
、
槌
錠
と
隔
日
に
飲
ん
で

ま
す
。
強
い
分
減
ら
す
の
も
大
変
で
高
血
圧
だ

っ
た
の
が
低
血
圧
に
な
り
、
身
体
の
バ
ー
フ
ン
ス

が
と
れ
ず
不
安
定
痙
状
態
が
続
き
、
足
が
痛
く

て
眠
む
れ
す
、
夜
中
起
き
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
検
査
の
デ
ー
タ
ー
は
良
く
発
病

時
は
腎
生
検
で
腎
臓
も
悪
い
と
言
わ
れ
Ｓ
Ｌ
Ｅ

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
悪
く
な
い
の
で

Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
か
も
…
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

確
か
め
る
に
は
腎
生
検
を
や
れ
ば
い
い
０
で
し

ょ
う
が
、
抗
生
物
質
を
全
く
使
え
た
い
私
は
検

査
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ
ア
ロ
イ
ド
療
法
に

は
変
わ
り
座
い
そ
う
で
す
し
、
若
い
女
性
に
は

い
や
な
薬
で
す
。
抗
生
物
質
、
痛
み
止
め
は
全

く
使
え
ま
せ
ん
し
、
皮
膚
も
弱
く
ケ
カ
を
し
た

ら
縫
え
な
い
の
で
大
変
、
筋
肉
注
射
も
出
来
す

静
脈
注
射
に
し
、
こ
れ
も
血
管
が
細
く
皮
膚
と

-１５



血
管
に
入
る
感
触
が
全
く
無
い
そ
う
で
、
子
供

用
の
針
で
点
滴
や
採
血
し
１
し
た
。
入
院
中
、

脳
卒
中
な
ど
で
倒
れ
話
せ
な
く
な
っ
た
人
を
訓

練
す
る
言
語
療
法
士
と
い
う
仕
事
を
見
、
私
も

そ
う
い
う
仕
事
し
た
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
大

卒
の
貪
格
が
必
要
だ
そ
う
で
、
大
学
の
こ
と
は

前
か
ら
考
え
て
ま
し
た
し
、
旅
が
好
き
で
紀
行

文
を
栽
‥
き
た
い
、
人
と
出
会
い
た
い
と
い
う
夢

と
重
々
り
、
歴
史
も
必
要
痙
の
で
文
学
部
の
史

学
科
を
選
び
、
法
政
大
学
０
通
信
教
育
部
に
昨

年
1
0
月
、
入
院
中
、
面
接
に
行
き
、
入
学
を
許

可
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
警
察
病
院
に
通
院
し
て

い
る
為
、
大
学
に
は
近
い
の
で
す
が
、
ス
テ
″

キ
を
使
っ
て
い
る
私
の
足
で
は
大
変
で
す
。

リ
ポ
ー
ト
は
全
て
論
文
、
４
回
提
出
し
て
テ
ス

ト
を
受
け
、
合
格
し
た
ら
単
位
が
と
れ
ま
す
。

論
文
を
書
く
の
は
大
変
。
夏
に
は
】
カ
月
程
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
か
あ
や
、
法
政
は
身
障
者
も
受

け
入
れ
て
が
り
車
イ
Ｊ
の
人
も
何
人
か
い
る
そ

う
で
そ
の
期
間
中
、
私
も
通
学
は
無
理
で
す
し

大
学
の
近
く
に
宿
泊
し
、
大
学
で
の
友
達
を
作

ろ
う
と
思
い
１
す
。
入
院
中
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
か
ま
し
た
が
、
沢
山
の
友
達
が
出
来
、
病

棟
の
看
護
婦
さ
ん
や
先
生
方
と
楽
し
く
話
せ
１

し
た
。
そ
の
反
面
、
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

も
沢
山
い
ま
し
た
。
主
治
医
に
恵
ま
れ
何
で
も

話
せ
て
、
言
わ
れ
て
も
言
い
返
せ
る
人
で
し
た
。

お
左
か
痛
い
と
言
う
と
陣
痛
か
左
っ
て
言
わ
れ

る
し
、
入
院
し
て
2
6
キ
ロ
や
せ
病
気
前
と
同
じ

体
重
に
衣
り
ま
し
た
。
釦
左
か
は
ひ
っ
込
み
ま

せ
ん
が
…
…
私
を
強
く
し
よ
う
と
考
え
て
下
さ

っ
て
い
た
先
生
の
気
持
、
や
さ
し
さ
、
き
び
し

さ
、
暖
か
さ
、
思
い
や
リ
、
け
じ
め
等
、
外
来

の
先
生
方
同
様
、
人
間
と
し
て
大
切
左
も
の
を

持
っ
て
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。
外
来
の
先
生

は
姉
の
よ
う
に
、
整
形
外
科
は
父
、
そ
し
て
今

厦
は
兄
貴
が
出
来
ま
し
た
。
二
才
の
ぼ
う
や
が

い
る
方
で
す
…
…
大
学
の
保
証
人
に
な
っ
て
下

さ
リ
、
卒
業
ま
で
き
ち
ん
と
報
告
し
な
く
て
は

と
思
い
ま
す
。
保
証
人
に
先
生
を
選
ん
だ
の
は

４
年
間
が
ん
ば
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
、
院
長
回

診
の
時
「
一
生
懸
命
勉
強
し
て
く
れ
て
ま
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
主
治
医
が
院
長
先
生
に
言
っ
て

ま
し
た
。
私
か
何
か
に
打
ち
込
ん
で
、
前
向
き

な
姿
勢
が
と
て
も
嬉
し
い
み
た
い
で
す
。
４
月

】
杯
で
分
院
勤
務
に
衣
ね
、
遊
び
に
行
く
つ
も

り
で
す
。
沢
山
の
人
と
出
合
い
、
人
間
味
あ
る

素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
出
会
い
、
そ
れ
が
私
を

支
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
出
会
い
ふ
れ
あ
い
と

大
切
に
前
向
き
に
生
き
た
い
で
す
。

　

通
院
は
往
復
タ
ク
シ
ー
、
遠
い
の
で
大
変
で

す
。
体
重
が
減
-
S
>
｡
楽
に
な
っ
た
で
し
ぶ
と
皆
に

言
わ
れ
ま
す
が
、
足
の
痛
み
は
あ
J
＾
f
i
す
し
、

し
ゃ
が
ん
だ
り
出
来
々
い
の
で
、
洋
式
の
生
活

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
1
0
月
に
愛
媛
で
地
方
ス
タ

ー
リ
ン
グ
が
あ
リ
、
行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

暇
が
で
き
、
足
も
良
く
な
っ
た
ら
旅
に
出
１
す
。

で
は
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
ｏ

－１６－



か
十
周
年
記
念
医
療
相
談
会
の
訟
知
ら
せ
″

　

会
員
の
皆
様
、
釦
元
気
で
す
か
。
本
部
の
十

周
年
に
続
き
、
関
西
ブ
ロ
″
夕
も
今
年
1
0
周
年

を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
、
阪
大
病
院
の
一
室

で
出
席
者
十
二
名
の
第
一
回
医
療
相
談
会
を
開

い
て
か
ら
早
や
十
年
、
今
で
は
会
員
数
も
四
百

名
を
越
し
、
昨
年
は
宿
泊
交
流
会
も
開
き
、
機

関
誌
「
明
日
へ
の
道
」
も
、
毎
回
三
十
ペ
ー
ジ

を
越
え
る
内
容
豊
富
な
も
の
に
な
ｈ
ｙ
、
現
在
三

十
六
号
迄
発
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
文
集

「
闘
」
も
三
号
迄
発
行
し
、
今
後
も
出
来
る
限

か
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
十
周
年
記
念
と
し
て
、
左
記
の
様
に

医
療
講
演
及
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

関
西
ブ
ﾛ
ｰ
-
'
　
<
Ｎ
以
外
の
方
も
是
非
い
ら
し
て
下

さ
い
。
大
歓
迎
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
関

西
プ
ロ
″
夕
事
務
局
迄
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

日
時

　

九
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
五
時

　

場
所

　

大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｌ

　

医
療
講
演

　
　
　
　

順
天
堂
大
学

　

塩
川
優
一
先
生

２
　

　

患
者
に
ょ
る
体
験
発
表

３
　

　

医
療
相
談

　
　
　
　

関
西
の
専
門
医
十
人
に
よ
る
医
療

　
　
　

相
談
及
び
生
活
相
談

連
絡
先

　

関
西
プ
ロ
″
夕
事
務
局

松
林

　

文
子

文
集
「
闘
」
三
号
を
発
刊
／

　

全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
い
か
が
訟
過
ご
し

で
し
'
-
t
　
.
£
＾
か
ｏ

　

関
西
ブ
ロ
″
夕
も
お
蔭
さ
ま
で
発
足
来
十
年

を
経
、
今
年
は
十
周
年
記
念
行
事
を
行
訟
う
と

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
国
際
障
害
者
年
０
初
年
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
頑
張
っ
て
文
集
「
闘
」
三

号
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
難
病
か
ら
解
放
さ
れ
た
暁
に
″
病
気
を

し
た
こ
と
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
″
と
言
え
る

よ
う
に
、
生
き
ざ
ま
を
文
字
で
残
し
て
い
こ
う
、

と
皆
で
決
め
「
闘
」
一
号
を
作
っ
た
の
は
昭
和

四
十
九
年
、
会
を
発
足
し
て
二
年
目
の
こ
と
で

し
た
。

　

す
で
に
訃
読
み
い
た
だ
い
た
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
五
十
一
年
に
は
二
号
を
、
そ
し
て

こ
の
度
、
三
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
ｏ

　

三
号
は
ペ
ー
ジ
数
も
一
号
の
倍
に
な
り
、
闘

病
記
録
も
二
十
二
編
（
一
号
七
編
、
二
号
一
四

編
）
組
み
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た

　
　

一

内
容
的
に
も
「
闘
病
」
や
「
生
き
方
」
の
ほ
か

　

１
７

に
「
生
活
」
が
加
わ
る
左
ど
ヽ
ず
い
ぶ
ん
深
ま

　
　

」

つ
て
き
ま
し
た
ｏ

　

そ
し
て
ま
た
、
一
昨
年
の
″
秋
の
集
い
″
に

か
招
き
し
た
被
爆
婦
人
・
高
木
静
子
さ
ん
の
物

語
を
再
現
し
、
特
集
と
し
ま
し
た
。
一
度
話
を

聞
い
た
私
達
で
さ
え
改
め
て
胸
を
熱
く
し
た
こ

の
物
語
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
是
非
訟
読

み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

。
長
い
長
い
闘
病
生
活
の
中
で
、
ど
う
し
て

も
気
持
が
塞
ぎ
が
ち
に
痙
る
と
、
こ
の
本
を
ひ

っ
ぱ
-
E
>
i
出
し
て
来
て
、
何
度
も
何
度
も
読
む
ん

で
す
。
す
る
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
元
気
が



出
て
く
る
ん
で
す
。
不
思
議
な
本
で
す
ね
″
と

言
っ
て
下
さ
っ
た
方
か
あ
か
ま
し
た
。

　

闘
病
の
友
に
、
是
非
皆
さ
ん
も
】
度
読
ん
で

み
て
下
さ
い
。
き
っ
と
関
西
の
仲
間
達
の
息
吹

き
を
感
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

松
林
文
子
宛

代
金

　

一
号
一
三
〇
〇
円

　

二
号
－
五
〇
〇
円

　

三
号
－
七
口
‥
）
円

/
計
一
五
（
ｙ
‥
）
円

　

（
皆
皆

　

陶
、
代
金
は
現
物
を
訟
送
ｂ
ｙ
す
る
際
に
、
振

込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
郵
便

局
■
４
■
s
:
^

Ａ
振
込
み
下
さ
い
。

関
西
プ
ロ
ッ
タ
広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　

菊
池
記

東
京
支
部
だ
よ
リ

昭
和
5
7
年
度
東
京
支
部
総
会
報
告

　

（
総
会
と
医
療
相
談
並
び
に
生
活
福
祉
相
談
）

日
時

　

昭
和
5
7
年
５
月
2
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
時
～
1
7
時
半

場
所
出
席
医
師

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

兪
貝
と
家
族
、
そ
の
他
4
1
名
新
入
会
３
名

国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

横
張
龍
一
先
生

順
天
堂
大
学

　

橋
本
博
史
先
生

慶
応
大
学

　
　

東
条
毅
先
生

ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー

大
学

　

橋
本
博
史
先
生

学

　
　

東
条
毅
先
生

都
立
墨
東
高
山
俊
雄
先
生

あ
ら
１
し

一
、
支
部
長
挨
拶
後
支
部
長
交
替
承
認

　

（
富
田
保
蔵
退
任
、
新
支
部
長
河
村
真
澄
）

二
、
役
員
紹
介

三
、
支
部
会
員
状
況
報
告
５
月
１
日
現
在
2
6
8
名

四
、
支
卸
活
動
報
告

五
、
昭
和
5
6
年
度
収
支
決
算
報
告

六
、
医
療
相
談
と
福
祉
相
談

　

（
熱
の
こ
も
っ
た
相
談
会
で
先
生
方
の
沁
答
は

極
め
て
懇
切
丁
寧
で
あ
っ
た
。
医
療
相
談
の
内

容
は
次
の
膠
原
で
発
表
し
ま
す
。
）

七
、
会
員
相
互
の
懇
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

昭
和
5
7
年
度
支
部
長
会
報
告

　

去
る
四
月
十
日
（
土
）
支
部
長
会
を
全
支
部

長
又
は
代
理
（
北
海
道
支
部
は
欠
席
）
春
よ
び

本
部
運
営
委
員
合
計
十
七
名
が
出
席
し
開
催
し

ま
し
た
ｏ

当
日
の
審
議
決
定
事
項
は
左
記
の
通
か
で
す
。

　

日
会
費
に
つ
い
て

剛
会
員
は
本
部
会
費
と
し
て
一
年
度
三
六
〇
〇

　

円
を
本
部
へ
納
入
す
る
（
現
行
規
約
通
り
）
。

②
新
入
会
員
の
入
会
金
（
現
行
の
六
〇
〇
円

　

を
入
会
時
本
部
へ
納
入
）
を
入
会
費
（
資
料

　

代
金
）
と
改
称
し
、
納
入
は
随
意
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
に
ょ
る
規
約
変
更
は
次
の
総
会
に
か

　

い
て
事
後
承
諾
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

朗
本
部
よ
ｈ
’
支
部
へ
の
助
成
金
は
本
部
所
属

　

の
支
部
会
員
】
人
当
り
】
年
度
一
五
〇
〇
円

　

と
す
る
Ｏ

－１８



　

口
本
部
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

剛
専
用
事
務
局
を
借
用
し
て
現
在
の
事
務
局

　

を
移
す
。

開
新
事
務
局
の
運
営
は
本
部
運
営
委
員
が
当

　

る
Ｏ

剛
新
事
務
局
移
転
に
つ
い
て
は
準
備
委
員
会

　
　

（
本
部
・
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
各
支
部

　

運
営
委
員
で
構
成
す
る
）
を
設
け
る
。

　

白
今
後
の
運
動
方
針

田

　

5
6
年
総
会
で
決
議
さ
れ
た
私
達
の
要
望
事

　

項
（
1
3
項
目
）
を
今
後
の
運
動
方
針
と
す
る
。

閲
本
部
・
支
部
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
。

　

各
支
部
は
各
々
の
所
属
す
る
地
難
連
と
緊
密

　

に
連
け
い
し
て
活
動
す
る
。

驚

尨･yj

４，

特
別
寄
附
金

5
6
・
４
・
１
～
5
7
・
３
・
3
1

　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

末磯木沼

武部村館

洋信静和

司一子夫

様様様様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
阿堤下原広寺平松西須倉高知村山石平布木近桜般
部。田田瀬山山尾村田田坂念上下川野引村藤井寄
博7万慶茫

　

蘭之這五

　

大和喜重信久含善心和歌附

子子子子隆恵江子郎靖子子廣子子栄子子恵子子金

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

一
〇
〇
、

二
〇
〇
、

三
〇
〇
、

二
〇
〇
、

-

一

一

一

一

一

一

-

七

　

五
、

　

二
、

一
一
、

　

二
、

五
〇
、

　

｝
、

　

一
、

　

二
、

三
〇
、

一
〇
、

　

三
、

　

一
、

　

四
、

一
〇
、

○
○
○
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

五
〇
〇
円

九
〇
〇
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

○
Ｏ
Ｏ
円

六
〇
〇
円

九
四
〇
円

六
〇
〇
円

○
○
○
円

五
〇
〇
円

六
〇
〇
円

二
七
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　

東今重倉中川佐二勝菊山平平秋大松

　

東加佐吉中山
轟鰐ずな玉啜丿円詐言

祐息苗享子美子子子孝久子子江勉子先方磨子子子子子

　

会様j;様様様様様様様様様様様様生面会様様様様様

　　　

会

総
会
時
先
生
方

　

塩
川
優
一

　

先
生

　

横
張
龍
一

　

先
生

西
来
武
治

東
条
阪
上
裕

水
島
橋
本
博
・

吉
川
俊

近
藤
啓
‘

文夫史裕子毅

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
先
生

一

　　

四

　

－

　　

一

二一一〇

　

五九五〇一三

> ^ ＼ s　＼ > ^ ^ ＼ ^

一一

三二〇〇一

　

s ＼ ＼ ^ぺ

】
〇
、

　

五
、

一
〇
、

一
〇
、

　

ス

ー
○
、

○
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

三
五
〇
円

○
○
○
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

四
〇
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

四
〇
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

-１９-



○
円

事
務
局
だ
よ
リ

皆
様
こ
ん
に
ち
は
／

暑
い
毎
日
と
'
ｔ
i
S
.
-
'
j
H
し
た
が
、
お
か
ら
だ
の
具
合

は
い
か
か
で
す
か
。

あ
つ
い
か
ら
と
言
っ
て
、
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。
冷
房
等
に
特
に
気
を

付
け
て
、
一
枚
上
衣
を
は
訟
る
衣
や
し
て
こ
ま

め
に
調
節
を
し
１
し
ょ
う
。
又
日
の
照
る
所
に

出
る
時
は
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
る
か
、
傘
を
さ
す

か
し
て
、
用
心
深
く
す
る
に
越
し
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
も
の
ね
、
お
互
い
に
気
を
付
け
て
此
の

夏
を
乗
り
切
ｐ
ま
し
ょ
う
。

☆
事
務
局
の
電
話
番
号
を
今
一
度
訟
し
ら
せ

　
　

し
ま
す
ｏ

本
部

　

月
水
金
は
○
ご
〒
七
〇
〇
⊥
ハ
○
八
三

分
室

　

火
木

　

は
○
三
－
四
一
八
－
五
七
二
二

　
　

但
し
土
、
日
は
訟
休
み
で
す
。

☆

　

訃
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
。

膠
原
随
5
2
号
は
春
手
元
に
と
と
い
て
居
ね
ま
す

で
し
ょ
う
か
？

　

も
し
受
取
っ
て
な
い
方
が
有

り
ま
し
た
ら
中
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
葉
Ｉ
か
電

話
で
、
そ
の
む
ね
訟
申
し
越
し
下
名
い
。
折
か

返
し
訟
送
ね
致
し
ま
す
。

☆

　

会
計
係
よ
ね

今
回
5
7
年
度
分
の
会
費
納
入
用
振
替
用
紙
を
全
員

に
か
入
れ
し
ま
す
。
す
で
に
5
7
年
厦
分
会
費
を

お
納
め
に
な
ら
れ
た
方
々
に
は
失
礼
を
訃
ゆ
る

し
下
さ
い
。
発
送
手
数
上
い
も
訟
う
全
員
に
振

替
用
紙
を
入
れ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
の
で
…
…

友
か
生
活
保
護
を
受
け
て
居
ら
れ
る
方
は
会
費

は
免
除
と
な
り
ま
す
の
で
訟
申
し
出
下
さ
い
。

又
特
に
訟
困
や
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
下

さ
い
ｏ

　　　　

会

　　

費

　　

"'1

　　

1年分

　

3,6 0 0円

振替番号

　

東京8-116096
加入者名

　

全国膠原病友の会

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日

　

発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ

　

通
刊
六
九
九
号

編
集
後
記

・
北
海
道
支
部
が
六
月
五
日
六
日
に
十
周
年
記

　

念
の
行
事
を
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
支
部
も

　

九
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
各
支
部
結
成
よ
り
十
年
が
過
ぎ

　

て
い
る
わ
け
で
す
ｏ

　

北
海
道
支
部
の
「
い
ち
ば
ん
ぼ
し
」
は
手
作

　

か
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
又
、
関
西
支
部
の

　
　

「
明
日
へ
の
道
」
は
財
政
的
に
も
大
変
努
力

　

し
て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

一

　
　

各
支
部
の
十
年
間
の
あ
ゆ
み
の
中
か
ら
「

　

2
0

　

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
私
た
ち
の
願
い
が

　
　

一

　

会
報
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

㈱
「
膠
原
」
に
対
す
る
ご
感
想
・
ご
憲
見
を
ぜ

　

ひ
か
寄
せ
下
さ
い
。

㈱
か
寄
せ
頂
き
ま
し
た
原
稿
は
編
集
の
都
合
上

　

一
部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
か
願

　

い
致
し
ま
す
。

富

田

保

寺

山

ゑ

詰東
京

森

田

か

協
会

-

　

蔵

　

み

よ
子
実
包
諭
忿

二｜
○三

編
集
委
員

　

都障人

　

世害

　

田者

　

谷団

　

区体

　

砧定

　

八期

　

｜干|」
定二行

価十物
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